
行
書
の
領
域
私
考

－
行
書
と
は
何
か
ー

　
序
　
章

　
書
を
学
ぶ
時
、
書
体
の
理
解
は
火
切
な
も
の
と
な
る
。

　
綜
合
書
道
火
辞
典
に
は
書
体
の
こ
と
を
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
書
体
　
已
に
　
漢
字
に
は
、
古
文
、
篆
書
、
隷
書
、
楷
書
、
行
書
、
草
書
の

　
　
六
つ
の
書
体
が
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
、
紀
元
前
、
二
五
〇
〇
年
頃
象
形
文
字
　
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
が
芽
生
え
、
時
代
が
移
る
に
従
っ
て
創
造
さ
れ
て
で
き
、
現
在
に
定
着
し
て
い
　
料

　
　
る
の
が
六
つ
の
書
体
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資

　
　
書
写
に
便
利
と
い
う
実
用
面
で
欲
求
と
、
人
間
の
持
つ
美
意
識
が
こ
れ
ら
の
書

　
　
体
を
生
ん
だ
も
の
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
方
鶴
）

　
書
体
を
改
め
て
見
る
時
、
内
な
る
感
情
の
表
現
が
主
と
な
る
行
書
は
昔
か
ら
人
々

に
使
用
さ
れ
、
そ
の
実
用
性
は
十
分
理
解
さ
れ
て
来
た
が
、
外
な
る
型
式
表
現
が

主
と
な
る
秦
代
で
は
篆
書
、
満
代
で
は
隷
書
、
現
代
で
は
楷
書
に
と
、
そ
れ
ら
に

対
す
る
依
存
度
は
行
書
よ
り
根
強
い
も
の
を
感
じ
る
。

　
だ
か
ら
現
代
人
の
書
学
習
の
導
入
は
楷
書
で
始
ま
る
。
行
書
は
楷
書
の
影
に
隠

れ
、
そ
の
次
な
る
物
の
意
識
が
強
く
、
楷
書
の
存
在
物
や
共
有
物
と
す
ら
思
わ
れ

て
い
る
。

　
そ
こ
で
「
行
書
は
楷
書
の
み
を
速
書
き
し
た
も
の
」
が
一
般
的
な
考
え
方
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
。

　
綜
合
書
道
火
辞
典
の
中
に
て
鈴
木
方
鶴
氏
は
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

荒
　
　
金

信
　
　
治

　
行
書
　
ぽ
紆
っ
　
漢
字
の
書
体
（
篆
・
隷
・
楷
・
行
・
草
）
の
一
つ
。
楷
書

と
草
書
の
中
間
の
書
体
で
、
今
日
実
用
の
面
で
は
最
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
起
源
は
、
前
漢
の
木
か
ら
後
漢
の
中
期
に
か
け
て
で
、
満
代
に
行
わ
れ
た

隷
書
か
ら
草
書
、
楷
書
が
で
き
、
こ
の
両
者
の
長
所
を
と
っ
て
行
書
が
で
き
広

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
普
代
に
な
っ
て
、
王
礦
之
、
王
献
之
の
出
現
に

よ
り
い
よ
い
よ
盛
ん
に
な
り
、
尺
噴
（
手
紙
）
に
よ
っ
て
そ
の
美
を
競
う
よ
う

に
な
り
、
ま
す
ま
す
洗
練
さ
れ
、
そ
の
美
し
さ
を
定
着
さ
せ
た
。
行
書
に
は
、

隷
・
楷
に
見
ら
れ
な
い
柔
ら
か
さ
と
流
れ
の
美
し
さ
が
あ
る
。
漢
代
に
生
れ
、

普
代
に
完
成
さ
れ
た
行
書
は
、
隋
・
唐
・
末
・
元
・
明
・
清
と
各
時
代
特
有
の

美
し
さ
を
見
せ
な
が
ら
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
（
鈴
木
方
鶴
）

資料(2)

－10－

　
フ
几
○
○
年
前
後
、
ス
ウ
ェ
ー
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
、
ア
ウ
レ
ル
・
ス
タ
イ
ン
ら
に

よ
っ
て
楼
蘭
や
敦
煌
等
の
地
に
於
い
て
漢
代
の
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
に
は
次
の
様
に
完
成
さ
れ
た
行
書
の
形
体
が
数
多
く
存
在
し
て
い
た
。

4
S
s
"

‘
l
'
R
4
7
r

l

　
　
　
　
「
満
代
の
木
簡
」
　
（
二
玄
社
版
・
書
跡
名
品
叢
刊
）



　
こ
れ
ら
の
木
簡
を
行
書
と
し
て
取
り
扱
っ
て
よ
い
の
か
、
こ
れ
ら
木
簡
の
書
体

的
分
類
上
の
扱
い
方
に
苦
労
し
た
。

　
発
見
さ
れ
た
木
簡
の
中
に
は
隷
書
の
楷
書
的
表
現
も
数
多
く
存
在
し
て
い
た
為
、

現
在
で
は
「
隷
書
の
楷
書
的
表
現
を
速
書
き
し
た
行
書
」
の
理
解
の
上
で
、
「
行

書
の
起
源
を
満
代
」
と
す
る
人
（
前
述
資
料
ぼ
参
照
）
も
多
く
な
っ
た
。

　
行
書
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
い
ま
一
段
落
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
時
、
「
い
ま
改
め
て
な
ぜ
行
書
な
の
か
」
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
先
人
の
説
明
に
い
ま
一
つ
納
得
が
い
か
ず
、
行
書
そ
の
も
の
に
対
す
る
理
解

の
基
盤
が
、
私
の
考
え
方
と
大
き
く
違
っ
て
い
た
為
に
こ
の
論
文
を
書
き
始
め
た

次
第
で
あ
る
。

　
第
一
章
に
於
い
て
は
行
書
に
対
す
る
認
識
の
現
状
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
私
見
を

述
べ
る
。
そ
の
為
に
は
行
書
を
研
究
す
る
上
に
於
い
て
必
要
な
語
句
の
私
案
定
義

を
行
い
、
論
を
進
め
る
こ
と
に
不
自
由
の
な
い
様
に
し
た
い
。

　
そ
の
私
案
定
義
の
一
つ
に
正
書
体
・
非
正
書
体
の
名
称
が
あ
る
。
こ
の
名
称
は

勿
論
辞
典
に
は
な
い
。
綜
合
書
道
人
辞
典
に
は
次
の
名
称
は
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
に
対
す
る
説
明
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
正
書
け
坦
↓
楷
書
ゆ
坦
　
吽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資

と
だ
け
あ
る
。

　
　
「
正
書
を
ど
う
し
て
楷
書
と
同
意
で
使
っ
た
の
か
…
…
。
」
で
悩
ん
だ
。
も
し

か
し
た
ら
「
満
代
に
於
い
て
は
隷
書
が
正
書
で
あ
っ
て
、
秦
代
に
於
い
て
は
篆
書

が
正
書
と
同
意
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
…
…
。
」
又
、
「
正
書
が
楷
書
の
義
だ
っ
た

と
し
て
も
そ
れ
は
す
べ
て
の
楷
書
を
指
す
の
で
は
な
く
、
形
の
整
っ
た
当
時
の
通

常
形
体
の
み
を
示
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
…
…
」
と
、
想
い
を
巡
ら
し
、

正
書
に
対
し
て
の
追
求
は
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
私
案
と
し
て
「
正
書

体
・
非
正
書
体
」
を
示
し
た
。
（
詳
細
は
後
述
Ｐ
1
5
・
Ｐ
2
7
を
参
照
）
又
、
行
書

の
理
解
を
進
め
る
為
に
、
一
時
、
行
書
と
行
書
的
表
現
に
分
け
て
、
行
書
で
は
な

く
行
書
的
表
現
の
出
現
期
を
出
来
る
だ
け
遅
ら
せ
て
、
行
書
そ
の
も
の
の
生
態
に

触
れ
て
み
た
い
。

　
第
二
章
に
於
い
て
は
「
行
書
と
は
何
か
」
を
中
心
に
現
在
の
行
書
に
関
係
す
る

問
題
を
挙
げ
、
現
存
す
る
古
典
の
中
か
ら
行
書
に
つ
い
て
の
見
解
を
示
し
て
み
た

い
。
　
第
三
章
に
於
い
て
は
「
行
書
」
に
つ
い
て
考
え
る
観
点
を
変
え
て
、
過
去
か
ら

現
代
に
至
る
ま
で
の
行
書
の
姿
を
独
特
な
見
方
で
観
察
し
、
よ
り
一
層
の
行
書
の

理
解
に
務
め
た
い
。
そ
の
上
で
第
二
章
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
書
が
持
つ

性
格
を
明
確
に
し
た
い
。

　
お
わ
り
に
於
い
て
は
こ
の
小
論
の
結
論
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

○
現
在
知
ら
れ
て
い
な
い
行
書
の
生
態
を
知
る
こ
と
。

ｏ
な
ぜ
行
書
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

ｏ
現
代
社
会
が
行
書
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。

と
い
う
こ
と
を
全
体
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
。

　
そ
し
て
、
行
書
を
従
来
の
よ
う
に
、
他
の
書
体
に
付
随
さ
せ
て
考
え
る
の
で
は

な
く
て
、
そ
れ
自
体
独
立
し
た
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
新
た
に

な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

　
尚
、
文
中
の
㈲
～
⑤
は
、
私
見
・
私
案
・
私
的
定
義
の
部
分
で
あ
る
。

第
一
章
　
行
書
に
対
す
る
認
識

　
　
第
一
節
　
行
書
と
は

　
　
　
１
　
行
書
に
関
係
す
る
語
句
の
定
義
付
け
と
行
書
が
存
在
す
る
位
置

　
行
書
に
つ
い
て
の
現
在
の
理
解
は
次
の
様
で
あ
る
。

田
楷
書
・
隷
書
の
附
属
品
的
理
解

　
行
書
は
楷
書
・
隷
書
を
速
書
き
し
た
も
の
、
楷
書
・
隷
書
に
比
べ
て
速
く
書
く

　
こ
と
に
適
し
た
も
の

哨
行
書
の
存
在
位
置
的
理
解

　
行
書
は
、
略
し
方
の
上
で
は
楷
書
と
草
書
の
中
間
に
位
置
す
る
書
体
（
中
救
出

一11一



　
版
・
改
訂
新
版
書
道
芸
術
Ｉ
）

川
行
書
の
起
源
の
問
題

　
満
代
に
始
ま
り
、
東
普
時
代
に
芸
術
的
に
完
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
（
中
教
出
版
・
改
訂
新
版
書
道
芸
術
Ｉ
）

　
こ
れ
は
、
「
満
代
に
隷
書
な
ら
び
に
隷
書
の
中
の
楷
書
的
表
現
を
速
書
き
し
て

行
書
が
始
ま
り
、
東
普
代
に
王
簑
之
を
始
め
そ
の
時
代
を
背
負
っ
た
人
々
に
よ
っ

て
芸
術
的
に
完
成
さ
れ
た
も
の
…
…
」
の
意
だ
ろ
う
。

　
私
の
行
書
に
対
す
る
考
え
方
は
現
行
の
内
容
と
根
本
的
に
異
な
り
、
行
書
の
捕

え
方
と
見
る
目
の
位
置
が
全
く
違
っ
て
い
る
。

　
前
に
示
し
た
田
を
図
示
す
る
と
次
の
様
で
あ
る
。

田
の
行
書
の
附
属
品
的
理
解
に
対
す
る
現
在
の
考
え
方

楷　隷　篆　古

書　書　書　文

↓　↓　↓　↓

Ｗ

名

　　　速書きをする

(揮毫中文字の歪みが

生じることを含む)

　　１　　１　　１　　１

逼②

卜y

レ

－　業
　ｙ　ｙ　ｉ　ｙ

行　篆　篆　古

書　書　書　文

ヒ

対

③

速

書

き

を

し

た

結

果

の

名

称

行行行篆古
　　　書

　　　の
　　　起
書書源書文

簡

そ
れ
に
則
し
て
私
見
を
図
示
す
る
と

資料(5)

㈲
行
書
の
附
属
品
的
理
解
に
対
す
る
私
見

楷　隷　篆　古

書　書　書　文

｜　　｜　　｜　　｜

万

ｙ　　ｙ　　ｙ　　ｙ

速速速達

書書書書

き　き　き　き

を　を　を　を

す　す　す　す

る　る　る　る

②作

業

１　　ｌ　　ｉ　　」

d

jEﾃﾞ

た

ｙ　　Ψ　　Ψ　　Ψ

行行行行行行

書書書書書書

　　表的的の

　　現表表如

　　　　現現き

　　　　　　表

　　　　　　現

私
案
行
書

j!

見

資料(6)

私
案
は
、
ま
ず
各
書
体
で
あ
る
①
を
速
書
き
す
る
ご
と
に
よ
っ
て
出
来
た
表
現
を

③
と
す
る
。
各
書
体
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
表
現
型
式
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

④
の
私
案
行
書
へ
と
更
に
理
解
を
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
。

現
行
の
行
書
自
体
に
対
す
る
意
識
変
更
は
必
要
と
な
る
。

山
に
対
し
て
（
楷
書
・
隷
書
の
附
属
品
的
理
解
）

　
確
か
に
現
行
通
り
、
楷
書
や
隷
書
を
速
書
き
し
た
書
の
表
現
は
行
書
で
あ
り
、

楷
書
や
隷
書
を
共
存
す
る
表
現
の
中
に
行
書
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
の
み

が
行
書
で
は
な
い
。
周
・
秦
代
の
竹
簡
が
発
見
さ
れ
、
「
篆
書
を
速
書
き
し
た
も

の
も
、
行
書
と
す
べ
き
」
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
「
木
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
唐
の

令
　
　
巳
　
　
具
　
　
矣
　
レ
○
　
而
　
　
吏

ｔ
・
・
び
‘
Ｉ
‥
争
‘
罪
責

　
（
書
道
全
集
・
平
凡
社
）

竹
筒
資
料
閉

篆
書
の
行
書
的
表
現
を
見
る

楷
書
を
速
書
き
し
た
行
書
か
ら
、
漢
の
隷
書
を
速
書
き
し
た
行
書
の
理
解
へ
と
移

行
し
た
よ
う
に
、
漢
の
隷
書
を
速
書
き
し
た
行
書
か
ら
、
秦
の
篆
書
を
速
書
き
し

た
行
書
へ
の
考
え
方
に
移
行
し
た
の
み
で
あ
る
か
ら
当
然
の
こ
と
」
と
言
え
る
。

そ
こ
で
私
は
「
楷
書
と
か
、
隷
書
と
か
篆
書
と
か
、
言
っ
た
一
つ
の
書
と
共
存
す

12－
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る
」
と
し
た
行
書
の
理
解
を
や
め
、
「
ま
だ
人
類
が
文
字
を
書
か
ず
線
で
描
写
を

初
め
た
こ
ろ
か
ら
、
未
来
に
至
る
ま
で
人
類
が
存
在
す
る
限
り
、
行
書
は
普
遍
的

に
存
在
す
る
も
の
」
の
考
え
方
に
ま
で
進
展
さ
せ
た
。

　
人
間
の
心
理
に
よ
っ
て
行
書
的
表
現
の
存
在
は
、
そ
の
姿
を
現
わ
し
た
り
、
消

え
た
り
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
時
代
や
、
国
や
、
漢
字
を
使
用
す
る
か
否
か
に
関

係
は
な
い
。
感
情
表
現
さ
れ
た
も
の
は
以
前
よ
り
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

中
国
に
於
い
て
そ
の
感
情
表
現
さ
れ
た
文
字
の
こ
と
が
た
ま
た
ま
行
書
又
、
行
書

的
表
現
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
て
い
る
。
（
後
述
Ｐ
1
8
～
1
9
参
照
）

⑧
こ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
行
書
を
説
明
す
る
上
に
於
い
て
必
要
な
語
句
に
つ
い
て
、

私
な
り
の
定
義
付
け
を
し
て
お
く
。

圀
行
書
と
は
、

　
現
行
の
楷
書
・
隷
書
を
速
書
き
し
た
も
の
、
時
に
よ
っ
て
は
私
案
行
書
を
含
む
。

㈹
行
書
表
現
と
は
、

巾
行
書
を
表
現
す
る
こ
と
。
書
を
書
く
時
の
書
表
現
。

ぼ
現
行
の
行
書
感
覚
か
ら
見
て
行
書
と
断
定
出
来
に
く
い
が
、
行
書
で
は
な
い

　
か
又
、
私
案
行
書
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
表
現
。

即
木
簡
が
発
見
さ
れ
て
隷
書
を
速
書
き
し
た
も
の
を
行
書
と
し
た
様
に
、
将
来

　
な
ん
ら
か
の
物
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
書
と
見
ら
れ
る
の
で
は
な

　
い
か
と
想
像
さ
れ
る
も
の
の
表
現
。

㈲
行
書
的
表
現
と
は
、

巾
行
書
の
如
き
表
現
と
い
う
言
い
方
も
す
る
。

個
次
の
図
の
様
な
文
字
は
現
行
よ
り
見
て
決
し
て
行
書
と
見
ら
れ
る
も
の
で
は

　
な
い
が
、
行
書
に
似
た
動
き
や
歪
み
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
自
然
に
行
書
的

　
な
表
現
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
文
字
の
表
情
は
生
き
て
見
え
る
。
そ
の
様
な

　
類
の
書
表
現
。

毅　甲骨文（庫か

　改訂新版

　書道芸術ｎ

　（中央出版）

資料（８－１）

（
雫
）
動
き
の
お
も
し
ろ
さ
に
注
目

　
　
し
て
ほ
し
い

　資料（８－２）

展大甲骨文字精華

　　　　　木耳社

岡
私
案
行
書
と
は
、

　
現
行
の
行
書
は
勿
論
、
行
書
表
現
、
行
書
的
表
現
、
（
行
書
の
如
き
表
現
）
の

　
す
べ
て
を
行
書
と
し
て
取
り
扱
う
。
私
の
考
え
た
行
書
、
又
そ
の
行
書
の
領
域

　
を
示
す
。

　
私
は
中
国
の
書
の
古
典
を
学
ぶ
上
に
於
い
て
、
楷
書
・
隷
書
と
共
存
す
る
行
書

以
外
の
行
書
表
現
（
行
書
・
行
書
的
表
現
）
に
度
々
出
会
っ
た
。
こ
れ
ら
も
行
書

と
呼
び
た
い
が
、
現
行
の
理
解
で
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
行
書
の
領
域

の
中
に
入
れ
る
に
は
従
来
の
行
書
領
域
の
拡
張
を
考
え
る
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ
う

と
思
う
。

圃
に
対
し
て
（
行
書
の
存
在
位
置
的
理
解
）

　
楷
書
と
草
書
の
中
間
点
に
行
書
が
存
在
す
る
と
い
う
考
え
方
に
対
し
て
も
反
対

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
代
の
人
が
、
現
存
す
る
も
の
を
見
て
楷
書
・
行
書
・
草
書

し
か
も
、
唐
以
後
の
三
者
の
立
場
か
ら
比
較
し
た
結
果
か
ら
生
ま
れ
た
考
え
方
で

あ
り
、
略
し
方
は
行
書
と
草
書
と
で
は
成
立
の
基
盤
が
違
う
か
ら
で
あ
る
。

　
前
に
示
し
た
匝
を
図
示
す
る
と
次
の
様
で
あ
る
。

匝
行
書
の
存
在
位
置
的
理
解
に
対
す
る
現
在
の
考
え
方
。

ｏ
歴
史
的
に
見
る
楷
書
・
行
書
・
草
書
の
三
者
関
係
。

　
　
（
行
書
は
両
者
の
中
間
に
存
在
す
る
）

資料(9)
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ｏ
学
び
方
の
面
か
ら
見
る
三
者
の
関
係
。

　
（
行
書
は
両
者
の
中
間
に
存
在
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楷
書
を
学
ん
で
い
て
、
草
書
を
学
ぼ
う
と
す
る

資料(10)

者
は
、
必
ず
、
行
書
を
学
ば
な
け
れ
ば
草
書
は

理
解
出
来
な
い
と
す
る
考
え
方
。
行
書
を
学
ん

で
い
る
者
は
楷
書
で
も
草
書
で
も
次
は
自
由
に

学
べ
る
。
草
書
を
学
ん
で
い
る
者
は
行
書
を
学

ば
な
け
れ
ば
楷
書
を
学
ぶ
こ
と
は
出
来
な
い
と

な
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
書
道
芸
術
Ｉ
（
改
訂
新
版
・
中
教
出
版
）
に
次
の
様
な
図
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　
　
《
書
体
の
変
遷
図
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楷

割
石
　
　
　
崩
影
む
　
　
　
　
影
劃
　
　
　
　
律
劃

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草

デ

片仮名

①

変体仮名

ﾚｻぐ]

嘔仮名

(P3)

資料（11－1）

又
、
中
学
新
書
写
二
・
三
年
用
指
導
資
料
（
中
教
出
版
）
（
Ｐ
4
1
）
に
資
料
1
1
－

２
の
様
な
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。

｜

１

｝
’
春
秋
Ｉ
嗇
）

一
篇

－

資
料
（
‥
‥
１
１
１
２
）

こ
ニ
Ｓ
‐
Ｓ
１
　
１
Ｓ
Ｓ
．

{
Z
I
'
“
9
　
　
　
T
‾
‾
“
1
“
　
i
＆
1
1
s
l

¥
Ｓ
‐

ｔ

Ｌ
ｌ
ｌ
９
４
１

私
は
こ
の
考
え
方
に
は
反
対
す
る

（
一
般
的
に
は
こ
ん
な
考
え
方
も
あ
る
）

資料(13

充
分
比
較
し
て
ほ
し
い
。

○
行
書
の
存
在
位
置
的
理
解
に
対
す
る
私
見

　
学
び
方
は
位
置
関
係
と
比
例
す
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
隷
書
を
ま
ず
学
ん
で
楷

書
・
行
書
・
草
書
へ
と
進
む
、
三
国
～
晋
で
の
三
者
の
関
係
は
隷
書
よ
り
薄
い
も

の
と
見
る
。

図
に
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。

　　　淋慮　　　　　１
匹玉

釘
Ｐ
へ
図
ド

き

　
　
遂
４
７
潭
Ｉ
″

Ｕ
｛
｝
目
）
こ
の
空
間
に
真
書
（
後
述
Ｐ
2
9
を
参
照
）
が
存
在
す
る
。

資料(13)

Ｈ
Ｏ
Ｕ
こ
の
空
間
で
の
行
書
は
楷
書
を
速
書
き
し
た
も
の
で
、
楷
書
を
学
ば
な
け
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け
れ
ば
書
け
な
い
。
（
例
、
顔
真
卿
の
作
品
で
考
え
る
と
、
争
坐
位
稿
を
学
ぶ

　
時
は
ま
ず
連
中
帖
等
の
楷
書
を
学
び
、
そ
の
後
で
な
い
と
絶
対
と
言
っ
て
よ
い

　
程
書
け
な
い
。
）

Ｄ
資
料
旧
の
三
者
の
位
置
関
係
は
次
の
様
に
な
る
。

　
三
者
（
楷
書
・
行
書
・
草
書
）
の
関
係
は
対
等
で
あ
る
。
圀
は
隷
書
を
母
体
と

　
し
て
、
㈲
は
独
立
し
た
上
で
の
対
等
な
る
三
者
の
成
立
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
但
し
、
行
書
は
幅
広
い
領
域
を
持
つ
の
で
一
言
で
は
行
書
を
語
る
こ
と
は
出
来

　
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
圃
の
考
え
方
は
唐
以
前
の
書
の
流
れ
の
理
解
不
足
よ
り
起
き
る
も
の
で
あ
っ

て
楷
書
そ
の
も
の
、
草
書
そ
の
も
の
に
対
し
て
の
不
十
分
な
る
理
解
か
ら
起
き
る

も
の
で
あ
る
。
初
心
者
に
対
し
て
は
一
応
説
明
が
つ
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
広
範

囲
な
又
、
十
分
な
る
書
体
の
研
究
が
進
む
な
ら
ば
誰
で
も
お
か
し
く
思
い
始
め
る
。

旧
こ
こ
で
又
、
定
義
付
け
を
す
る
。

　
バ
　
バ
Ｊ
作

体
｝
（
後
述
Ｐ
2
6
を
参
昭
）

圀
正
書
体
と
は

　
伝
達
内
容
を
よ
り
正
確
に
伝
え
よ
う
と
し
て
、
感
情
表
現
を
お
さ
え
丁
寧
に
一

画
一
画
正
確
に
筆
を
運
び
表
現
さ
れ
た
も
の
。

　
整
然
と
し
て
心
を
正
し
く
緊
張
感
に
満
ち
、
造
型
を
美
し
く
整
え
た
も
の
で
、

時
代
の
変
化
と
共
に
名
称
（
例
篆
書
・
隷
書
・
楷
書
）
と
そ
の
形
体
を
簡
略
化
、

時
に
は
複
雑
化
に
向
け
て
変
化
す
る
体
質
を
持
っ
た
書
体
集
団
と
理
解
す
る
と
よ

い
。
　
正
書
体
は
篆
書
で
い
う
と
泰
山
刻
石
資
料
�
。
隷
書
で
い
う
と
礼
器
碑
資
料
旧

の
表
現
で
あ
る
。

泰山割石

資料(14)

礼器碑

資料(15)

（
書
道
全
集
平
凡
社
）

向
井
正
書
体
と
は

　
伝
達
内
容
と
感
情
表
現
を
共
に
合
わ
せ
て
表
現
す
る
あ
ま
り
に
感
情
が
高
ぶ
り
、

意
識
表
現
が
極
度
に
な
さ
れ
る
為
、
定
型
の
文
字
（
正
書
体
で
あ
る
篆
書
・
隷
書
・

楷
書
・
草
書
又
、
中
国
の
簡
略
化
文
字
）
を
母
体
と
し
て
、
自
由
な
書
表
現
に
よ
っ

て
速
書
き
が
始
ま
っ
た
り
、
文
字
に
歪
み
が
出
た
り
す
る
。
こ
の
文
字
と
造
型
の

変
化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
書
体
集
団
と
理
解
す
る
と
よ
い
。

㈲
井
正
書
体
の
発
生
に
は
、
次
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

圀
正
書
体
を
表
現
す
る
上
に
於
い
て
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
か
ら
造
型
が
変
化

　
し
た
も
の
。

向
正
書
体
と
は
無
関
係
に
作
者
の
感
情
に
伴
い
線
自
体
自
由
に
、
文
字
自
体
も
自

　
由
に
変
化
さ
せ
よ
う
と
、
作
者
自
身
が
初
め
か
ら
井
正
書
体
と
し
て
意
識
表
現

　
し
た
も
の
。

　
井
正
書
体
は
、
篆
書
で
言
え
ば
竹
筒
資
料
㈲
㈲
、
隷
書
で
言
え
ば
木
簡
資
料
㈲

に
表
現
さ
れ
て
い
る
行
書
的
表
現
を
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
書
道
ｎ
（
東
京
書
籍
）

タ
孝
一
争
ｔ
蕉
｀
・
ｔ
苧
参
考
．
．
‘
．
・
膚
‘
’
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
書
道
1
1
（
東
京
書
籍
）

資料(16)

流
雛
讐
言
手
巾
宍

島
曇
や
Ｊ
秘
″
緬
’
ぎ
　
宍
’
ペ
グ
’
５
～
Ｊ
’
Ｘ

書
道
芸
術
1
1
（
中
教
出
版
）

ｌ
ｆ
φ
‘
て
鴛
Ｉ
ｙ
㈲

　
　
　
　
　
　
　
‥
‐
料

鶴
’
鶴
ノ
輯
Ｉ
考
、
采
捧
’
資
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行
書
は
精
神
的
な
表
現
に
よ
っ
て
一
扇
形
や
線
の
リ
ズ
ム
が
変
化
す
る
。
そ
の

時
の
書
表
現
さ
れ
た
も
の
は
「
正
書
体
」
「
非
正
書
体
」
の
分
類
に
よ
り
鮮
明
に

さ
れ
る
。

○
正
書
体
・
非
正
書
体
の
成
立
に
対
す
る
私
見

古
文

篆
書

§

心
正
し
て
書
く

心
正
し
て
書
く

心
正
し
て
書
く

（
含
、
簡
略
化
文
字
）

　
　
　
心
正
し
て
書
く

楷
書

ｌ行
書

心
正
し
て
書
く

心
正
し
て
書
く

行

書

的

表

現

｜

非
正
書
体

字
形
の
ゆ
が
み
が
生
ず
る
‰

　
　
　
　
を
　
　
行
書
的
表
現

正
書
体
－
　
非
正
書
体

　
　
　
　
き

字
形
の
ゆ
が
み
が
生
ず
る
‰

　
　
　
　
速
　
　
行
書
表
現

正
書
体
－
　
非
正
書
体

字
形
の
ゆ
が
み
が
生
ず
る
兄

　
　
　
　
　
　
　
行
書
表
現

正
書
体
う
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
　
非
正
書
体

字
形
の
ゆ
が
み
が
生
じ
る
兄

　
　
　
　
を
　
　
行
書
的
表
現

正
書
体
－
　
非
正
書
体

　
　
　
　
き

字
形
の
ゆ
が
み
が
生
じ
る
‰

　
速
　
　
行
書
的
表
現

正
書
体
－

　
ぐ

非
正
書
体

字
形
の
ゆ
が
み
が
生
じ
る

≒

(正書体・非正書体の成立に対する私見図)

　　　　　　　　　資料(19)

　
次
は
、
よ
り
具
体
的
に
書
表
現
を
観
察
す
る
た
め
に
正
書
体
・
非
正
書
体
を
中

心
と
し
て
の
六
体
か
ら
行
書
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
六
体
と
は
古
文
・
篆
書
・
隷
書
・
草
書
・
楷
書
・
行
書
の
書
体
を
い
う
。
書
体

に
は
他
に
も
色
々
と
あ
る
が
こ
こ
で
は
六
体
に
話
を
絞
る
。

　
現
行
の
六
体
に
対
す
る
考
え
方
に
お
お
む
ね
賛
成
で
あ
る
が
、
行
書
だ
け
は
問

題
が
残
る
。

①
大
篆

②
小
篆

③
隷
書

－
－
漢

殷
・
金
文
よ
り
「
見
る
」
　
周
・
石
鼓
文
よ
り
　
則

　
　
「
子
」

④
楷
書

・
礼
器
唐
・
雁
塔
聖

「
寿
」
　
教
序
「
朗
」

(篆書・隷書・楷書の

　　正書体字形比較)

　　　資料箆

　
一
般
的
に
は
①
②
を
篆
書
、
③
を
隷
書
、
④
を
楷
書
と
呼
ぶ
。
又
①
～
④
が
共

通
す
る
形
体
表
現
を
正
書
体
と
呼
ぶ
。
次
の
⑤
を
篆
書
、
⑥
を
隷
書
、
⑦
を
楷
書

に
分
類
す
る
。
そ
し
て
⑤
～
⑦
が
共
通
す
る
形
体
表
現
を
非
正
書
体
と
呼
ぶ
。

⑤
篆
書

華
奢

周
・
木
簡
「
馬
牛
」

　
⑥
隷
書

　
－
1
1
t

r
‘

　
ド
刄
ｙ

　
Ｊ
。
″

漢
・
木
簡

　
「
八
月
」

⑦
楷
書

北
魏
・
賀
蘭
汗
造
像
記

　　　資料(21)

(篆書・隷書・楷書の

非正書体字形比較)

　
書
体
は
伝
承
と
破
壊
そ
し
て
創
造
を
繰
り
返
し
、
複
雑
化
と
簡
略
化
の
絡
み
合

い
を
持
っ
て
、
非
正
書
体
か
ら
新
し
い
正
書
体
を
生
み
、
又
正
書
体
か
ら
非
正
書

体
を
生
む
と
い
っ
た
、
度
重
な
る
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
現
代
へ
と
至
っ
た
の
で
あ

る
。
　
故
に
時
代
に
よ
っ
て
正
書
体
は
篆
書
・
隷
書
・
楷
書
と
名
称
を
変
え
、
非
正
書

体
は
そ
の
都
度
正
書
体
と
共
に
存
在
し
て
次
の
正
書
体
を
生
む
原
動
力
と
な
っ
て

来
た
。

　
書
の
古
典
を
分
類
す
る
時
、
単
に
六
体
の
区
分
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
正

書
体
・
非
正
書
体
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要
と
な
る
。
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こ
の
両
者
の
理
解
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
行
書
の
成
立
過
程
、
行
書
の
存
在
位

置
、
行
書
の
持
つ
生
態
、
行
書
と
は
何
か
、
現
代
社
会
が
求
め
る
行
書
の
必
要
性

な
ど
、
多
方
面
に
渡
る
行
書
領
域
の
再
発
見
へ
と
駒
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
。

困
に
対
し
て
（
行
書
の
起
源
の
問
題
）

　
前
記
し
た
様
に
、
行
書
の
起
源
は
満
代
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
行
書
表
現
・

行
書
的
表
現
の
取
り
扱
い
方
が
問
題
と
な
る
。

　
周
代
の
竹
筒
に
て
見
ら
れ
る
篆
書
の
行
書
的
表
現
。
全
文
又
、
甲
骨
文
に
て
見

ら
れ
る
文
字
の
歪
み
に
表
わ
れ
る
行
書
的
表
現
を
ど
の
様
に
取
り
扱
う
か
が
問
題

と
な
る
。
行
書
表
現
・
行
書
的
表
現
を
行
書
と
す
る
私
案
行
書
が
成
立
す
る
な
ら

ば
、
行
書
の
起
源
は
変
わ
っ
て
く
る
。

　
私
は
行
書
の
起
源
に
つ
い
て
次
の
様
な
疑
問
を
持
つ

△
こ
れ
ま
で
通
り
満
代
で
よ
い
の
か
？

△
殷
代
に
ま
で
遡
る
べ
き
な
の
か
？

△
殷
以
前
人
類
が
線
を
描
写
し
始
め
た
頃
な
の
か
？

　
こ
れ
に
伴
い
行
書
の
芸
術
的
完
成
時
期
も
現
行
の
理
解
と
異
な
っ
て
く
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
。

　
前
記
よ
り
次
の
語
句
を
引
き
出
し
て
み
た
。

④
郵
者

⑩
集
者

０
貧
者

の
行
書
的
表
現
な
る
書
体

の
行
書
的
表
現
な
る
書
体

の
行
書
的
表
現
な
る
書
体

こ
こ
に
並
列
さ
れ
た
語
句
の
中
か
ら
傍
線
①
～
③
の
共
通
部
分
を
取
り
去
っ
て
み

た
。
そ
し
て
後
に
残
っ
た
楷
書
・
隷
書
・
篆
書
の
書
体
名
に
改
め
て
目
を
向
け
て

み
た
。

傍
線
⑦
～
（
ハ
）
は
、

ｏ
時
代
に
よ
っ
て
名
称
と
形
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
共
通
し
て
正
書
体
と

　
し
て
の
姿
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
。

傍
線
①
～
③
は
、

ｏ
非
正
書
体
と
し
て
共
通
す
る
。

ｏ
人
間
の
精
神
的
動
向
が
主
で
、
個
人
感
情
が
中
心
と
な
る
。
時
や
空
間
を
越
え

　
て
も
不
変
的
に
存
在
す
る
表
現
に
よ
る
、
一
貫
し
た
自
由
表
現
と
そ
の
中
に
於

　
い
て
の
美
し
さ
を
持
っ
た
も
の
。

ｏ
各
々
の
形
は
主
た
る
正
書
体
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。

こ
れ
よ
り
、
楷
書
や
隷
書
を
速
書
き
し
た
も
の
を
行
書
と
す
る
な
ら
ば
、
篆
書
を

速
書
き
し
た
も
の
も
行
書
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｈ
こ
こ
で
定
義
付
け
を
す
る
。

㈲
私
案
行
書
と
は
、

　
Ｐ
1
2
を
参
照
の
上
、
一
つ
の
書
体
の
領
域
の
一
部
分
と
し
て
、
常
に
そ
の
正
書

　
体
と
共
存
す
る
も
の
。

図
行
書
体
と
し
て
の
横
の
繋
が
り
は
、

　
書
体
と
し
て
の
造
型
構
造
よ
り
、
書
人
の
指
針
と
感
情
の
交
差
、
作
者
の
心
理

　
描
写
が
主
と
な
る
。

㈲
行
書
体
と
そ
の
も
の
の
存
在
価
値
は
、

　
時
代
を
越
え
、
空
間
を
越
え
て
、
た
と
え
主
た
る
正
書
体
の
名
称
が
変
化
し
よ

　
う
と
も
変
わ
ら
な
い
、
行
書
が
行
書
と
し
て
存
在
す
る
行
書
た
る
所
以
を
持
っ

　
て
い
る
こ
と
。

　
篆
書
・
隷
書
・
楷
書
の
一
群
形
体
集
団
の
整
っ
た
美
し
さ
を
主
に
し
た
正
書
体

と
、
背
中
合
わ
せ
に
心
理
的
表
現
形
体
集
団
と
し
て
自
由
性
を
基
盤
に
し
た
行
書

が
存
在
す
る
。

　
こ
の
考
え
方
は
、
現
行
で
の
行
書
の
理
解
で
は
変
に
思
わ
れ
る
に
違
い
な
い
。

逆
に
こ
の
考
え
方
に
立
て
ば
、
現
行
の
行
書
の
認
識
改
訂
の
必
要
性
が
出
て
来
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
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竹
筒
や
木
簡
が
現
存
す
る
限
り
、
行
書
の
認
識
改
訂
や
常
識
の
変
化
は
必
要
不

可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
く
る
。

　
こ
の
事
で
の
問
題
の
数
々
は
、
こ
の
論
文
の
結
論
と
関
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ

る
か
ら
軽
々
と
断
定
出
来
な
い
が
、
こ
の
行
書
表
現
の
位
置
す
る
も
の
と
、
領
域

問
題
だ
け
は
頭
中
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
第
二
節
　
行
書
的
表
現
の
出
現
期

　
こ
れ
ま
で
行
書
が
存
在
す
る
位
置
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
見
て
来
た
が
、
行
書

に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
た
め
行
書
的
表
現
の
出
現
期
を
次
の
三
つ
か
ら
見
る
こ

と
に
す
る
。

　
　
１
　
甲
骨
文
か
ら
の
考
察

　
　
「
殷
代
の
書
」
と
問
わ
れ
る
と
、
誰
で
も
直
ぐ
に
「
甲
骨
文
」
と
答
え
る
こ
と

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
殷
代
の
物
と
し
て
、
次
の
様
な
陶
器
に
筆
で
書
か
れ
た
肉
筆

の
書
（
資
料
�
）
や
、
陶
片
に
刻
さ
れ
た
符
号
の
よ
う
な
も
の
（
資
料
�
）
も
発

見
さ
れ
た
。
だ
か
ら
、
殷
代
の
書
と
問
わ
れ
て
単
に
甲
骨
文
と
言
い
切
れ
な
く
な
っ

た
。
　
資
料
酋
は
台
湾
の
台
北
市
に
あ
る
台
北
市
中
央
研
究
院
蔵
で
、
殷
墟
よ
り
出
土

し
た
白
陶
器
の
残
片
で
あ
る
。
こ
の
書
は
筆
で
書
か
れ
て
お
り
、
書
表
現
は
甲
骨

文
字
の
入
筆
・
終
筆
と
よ
く
似
て
い
る
。
線
の
中
心
部
は
甲
骨
文
よ
り
や
や
太
め

で
恵
い
き
っ
て
線
を
引
い
て
い
る
。
甲
骨
文
よ
り
活
力
が
感
じ
ら
れ
、
非
正
書
体

と
い
う
か
、
行
書
的
表
現
を
見
せ
て
い
る
。

　
資
料
�
は
西
安
市
の
半
被
遺
跡
よ
り
発
見
さ
れ
た
陶
器
類
で
あ
る
。
こ
の
中
に

は
刻
さ
れ
た
符
号
の
よ
う
な
線
表
現
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
文
字
と
は
違
う
だ
ろ

う
が
線
表
現
は
甲
骨
文
と
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
中
に
も
非
正
書
体
と
ま
で
は
言

わ
な
く
て
も
行
書
的
表
現
が
多
く
存
在
し
て
い
た
。

資料（22）自写
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資料(23)自写

巾
甲
骨
文
の
中
に
於
い
て
も
行
書
的
表
現
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
『
中
国
書
道
史
上
巻
』
（
木
耳
社
）
に
真
田
但
馬
氏
は
甲
骨
文
に
つ
い
て
次
の

様
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
な
お
、
こ
の
時
期
す
で
に
毛
筆
、
現
在
の
よ
う
に
完
備
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え

　
　
ら
れ
ぬ
が
、
毛
筆
ら
し
き
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
甲
骨
に
文

　
　
字
を
刻
む
ま
え
に
下
書
き
し
た
と
み
ら
れ
る
朱
の
、
刻
み
残
さ
れ
た
も
の
を
と
　
○

　
　
き
に
見
か
け
る
こ
と
と
、
甲
骨
文
字
の
な
か
に
ｒ
４
恥
１
１
な
ど
の
毛
筆
を
手
に
も
　
楸

　
　
っ
て
い
る
官
吏
を
表
わ
し
た
文
字
の
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
゜
い
ろ
い
　
資

　
　
ろ
な
意
味
に
お
い
て
、
甲
骨
文
字
が
書
道
史
資
料
と
し
て
も
重
要
な
意
味
を
持

　
　
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
（
四
頁
）

　
殷
代
お
よ
び
殷
代
以
前
の
陶
器
に
筆
で
書
い
た
よ
う
に
、
甲
骨
文
に
於
い
て
も

始
め
は
筆
で
書
い
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
中
国
や
台
湾
を
旅
し
て
自
分
の
目
で
見

て
分
か
っ
た
。
筆
で
書
か
れ
て
い
る
為
か
甲
骨
文
の
中
に
於
い
て
も
行
書
的
表
現

を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
こ
の
表
現
を
ど
う
解
釈
す
る
か
に
な
っ
て
く
る
。

現
存
物
を
見
る
限
り
殷
周
時
代
に
於
い
て
文
字
は
正
書
体
と
し
て
書
く
こ
と
の
意

識
が
強
い
。
文
字
を
自
由
自
在
に
の
び
の
び
と
書
く
意
識
は
薄
い
。
だ
か
ら
、
今

見
ら
れ
る
甲
骨
文
の
行
書
的
表
現
は
刻
中
に
意
識
を
持
っ
て
表
現
さ
れ
た
の
で
は

な
く
、
刀
や
筆
を
持
っ
て
真
剣
に
書
い
た
後
の
少
々
の
気
の
緩
み
が
、
一
言
で
は

言
い
表
わ
せ
な
い
こ
の
表
現
を
生
ん
だ
と
見
て
い
る
。
甲
骨
文
で
の
文
字
表
現
は

決
し
て
一
定
の
基
準
内
で
の
表
現
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
動
的
な
も
の
、
表
情
の

豊
か
な
も
の
、
温
か
味
の
あ
る
も
の
と
、
行
書
的
表
現
は
数
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
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れ
は
下
手
だ
っ
た
為
で
は
な
い
。
人
の
心
が
自
然
に
作
り
だ
し
た
遊
び
に
も
似
た

表
情
と
見
る
べ
き
物
で
、
人
間
味
の
現
わ
れ
た
瞬
間
と
で
も
言
え
る
表
現
の
集
団

で
あ
る
。

　
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
の
歪
ん
だ
形
・
動
き
の
あ
る
造
型
を
直
ぐ
に
行
書
と
呼

ぶ
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
又
、
行
書
の
出
現
期
と
言
っ
て
し
ま
う
の
は
早
計
で

あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
行
書
そ
の
も
の
の
持
つ
生
態
を
私
は
見
る
。

　
甲
骨
文
に
見
ら
れ
る
行
書
的
表
現
は
行
書
を
真
に
理
解
す
る
為
に
は
看
過
出
来

な
い
一
要
素
で
あ
る
。

　　　　　資料(25)

(麗大甲骨文字精華・木耳社)

　
|
’
Ｓ
‐
１
１
．
!
ｇ

乙
卯
卜
、
今
日

大
酉
．
．

資料（25）（東京書籍）

　
こ
の
甲
骨
文
の
資
料
�
�
で
の
表
現
を
「
古
文
・
篆
書
・
隷
書
の
正
書
体
を
揮

毫
中
に
於
い
て
、
ぴ
ん
と
張
り
詰
め
た
緊
張
感
が
解
け
か
け
た
一
瞬
に
出
来
た
文

字
表
現
で
、
こ
の
文
字
表
現
は
行
書
の
世
界
へ
飛
び
出
し
始
め
た
そ
の
時
と
思
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
」
と
思
う
。

　
こ
の
行
書
的
表
現
は
、
単
に
漢
字
文
化
圏
の
み
で
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

非
漢
字
文
化
圏
に
於
い
て
も
人
間
が
表
わ
す
線
か
ら
、
生
命
感
溢
れ
る
こ
の
行
書

的
表
現
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

即
更
に
も
う
少
し
具
体
的
に
ま
と
め
て
み
る
と
、

�
自
然
な
線
が
描
い
た
リ
ズ
ム

㈲
東
洋
民
族
の
感
情
表
現
か
ら
伝
達
さ
れ
る
生
命
感
溢
れ
る
線

㈲
古
代
エ
ジ
プ
ト
が
残
し
た
文
字
・
彫
刻
等
に
刻
ま
れ
た
線

回
全
世
界
に
て
見
ら
れ
る
模
様
の
色
々

雨
人
々
が
書
く
サ
イ
ン

回
古
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
い
て
見
ら
れ
る
文
字
や
絵
画
・
彫
刻
の
数
々

　
そ
れ
ら
を
刻
み
つ
け
る
作
業
や
描
く
作
業
の
中
に
於
い
て
、
生
命
感
溢
れ
る
作

品
と
し
て
の
要
因
で
あ
る
線
一
本
一
本
か
ら
こ
の
行
書
的
表
現
を
見
つ
け
る
こ
と

が
出
来
る
。

　
実
に
こ
の
行
書
的
表
現
は
全
世
界
の
人
々
の
文
化
的
感
情
表
現
の
主
因
と
な
っ

て
い
る
。

　
東
洋
・
西
洋
を
問
わ
ず
、
人
々
が
表
現
す
る
線
は
生
命
力
を
膨
ら
ま
せ
生
き
て

い
る
。
勤
い
て
い
る
。
そ
の
一
本
一
本
の
線
は
独
立
し
、
一
つ
の
形
を
成
し
て
い

く
。
そ
し
て
そ
の
線
は
リ
ズ
ム
を
有
し
て
綿
々
と
違
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
行
書

的
表
現
で
あ
る
。
又
、
こ
れ
こ
そ
行
書
の
出
現
期
を
現
行
の
理
解
よ
り
も
更
に
遅

ら
せ
て
考
え
る
所
以
で
あ
る
。

　
行
書
的
表
現
は
書
の
世
界
の
み
に
て
語
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
又
、
留
ま
っ

て
い
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
時
代
や
国
の
違
い
に
よ
り
、
た
だ
造
型
の
変
化
に

よ
っ
て
、
た
ま
た
ま
東
洋
の
書
の
世
界
に
於
い
て
「
行
書
」
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
「
行
書
的
表
現
は
満
代
か
ら
存
在
す
る
。
」
又
、
「
行
書
の
起
源
は
満
代

と
す
る
」
の
考
え
方
は
あ
ま
り
に
も
狭
す
ぎ
る
。
こ
の
甲
骨
文
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
行
書
的
表
現
は
書
の
世
界
以
外
の
中
で
も
勤
行
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。

　
　
２
　
竹
簡
に
よ
る
行
書
的
表
現

　
竹
簡
（
楚
簡
等
）
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
見
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
篆
書

の
行
書
的
表
現
を
こ
の
目
で
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
初
め
て
竹
簡
に
出
会
っ
た
時
「
こ
れ
は
Ｉ
体
な
ん
だ
」
と
思
っ
た
人
は
多
か
っ

た
だ
ろ
う
。
一
九
〇
〇
年
前
後
の
人
々
の
驚
き
は
、
想
像
出
来
る
。
当
時
と
し
て

は
考
え
も
つ
か
な
い
書
表
現
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
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竹
筒
は
隷
書
で
は
な
い
。
篆
書
の
よ
う
で
あ
り
、
篆
書
の
正
書
体
に
見
ら
れ
る

品
格
な
ど
一
つ
も
な
い
。
「
そ
う
か
、
こ
れ
こ
そ
、
周
、
秦
代
の
庶
民
の
生
活
の

中
に
生
き
た
書
な
ん
だ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
心
を
落
ち
着
か
せ
て
再
度
見

る
と
、
一
時
は
安
心
出
来
て
も
又
、
心
が
と
き
め
き
始
め
る
。
竹
筒
に
於
い
て
見

ら
れ
る
文
字
は
そ
ん
な
書
表
現
で
あ
る
。

　
竹
簡
の
内
容
は
医
学
書
・
戦
術
書
・
一
般
的
な
書
物
ま
で
広
範
囲
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
竹
簡
の
書
表
現
（
当
時
通
用
の
一
般
的
な
も
の
）
も
又
、
広
範
囲
な
も

の
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
全
文
や
篆
書
の
正
書
体
を
刻
し
た
石
刻
に
見
ら
れ

る
姿
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
竹
簡
に
於
い
て
見
ら
れ
る
書
は
正
書
体
に
対
す

る
非
正
書
体
の
姿
で
あ
る
。

　
漢
字
文
化
圏
で
あ
る
。
東
洋
文
化
の
中
心
と
な
っ
た
中
国
の
周
・
秦
の
書
に
於

い
て
存
在
す
る
こ
の
非
正
書
体
の
中
に
行
書
的
表
現
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

鱗
粉
ｒ
一
｀
鋏
こ
抄
Ｌ
Ｗ
陣
廳
卜
副
作
一

外
鉢
）
邨
（
陥
）
一
十
二
筋
音
叉
（
有
）
練
（
綸
）
繩
（
饉
）

　
陥
は
笥
、
群
は
ま
た
噴
に
つ
く
り
、
牛
蒸
飯
の
意
。
笥
一
十
二
笥

　
と
は
、
非
器
銘
文
に
あ
る
田
十
田
、
羊
併
ハ
羊
と
同
じ
く
重
文
の

　
例
。
こ
れ
ら
の
器
皿
に
み
な
綸
経
の
装
飾
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
道
全
集
よ
り

３

木
簡
に
よ
る
行
書
的
表
現

（
木
簡
の
隷
書
の
正
書
体
）

４
１
λ
－
宍
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ｔ
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゛
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゛
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－
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ｆ
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冑
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ｆ
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世
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瘤
琴
奪
勝
齢
ｔ
４
考
響
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曹
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・
鴨

資料(28)資料(29)

長
沙
馬
王
堆
帛
書
（
前
漢
）
（
※
帛
書
で
は
あ
る
が
、
篆
書
よ
り
隷
書
へ
の
移
行
表
現
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
書
体
か
ら
非
正
書
体
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
る
の
で
示
す
）
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Ｓ
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ｌ
．
ｔ

ｌ
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唯
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(30)

緋
醵
ぷ
営
喬

４
叙
Ｊ
４
モ
．

　
’
囚
ご
励
’
切
戸
’
り
綬
‘
絃
｀
’
心
剛
‐
つ
民
之
原
中
ぃ
男
衆
防
〈
濯
賤
－
こ
恂
立
．
泣
よ
憚
胃
海
豹
相
才
量
堅
ご
之
贈
盾
バ
門

ぢ
　
弗
玉
ｒ
４
無
小
れ
『
物
り
為
‰
‥
卸
・
舶
鮑
小
汽
筒
自
潟
孔
払
削
｛
邪
心
ｊ
’
先
物
自
局
ｊ
。
故
胞
訟
訟
ご
‥
行
；
故
朧
い

ぅ
ぶ
づ
旨
弘
岫
べ
秘
妬
心
・
悦
犬
可
肌
為
ん
寸
舵
ぷ
咎
『
‐
’
‐
出
丸
に
几
凹
回
１
‐
礼
回
心
』
㈲
ツ
㈲
ノ
　
’

叫
巾
進
出
ご
円
拒
’
‐
／
・
同
勢
｀
削
、
是
賢
司
．
・
．
八
瑶
大
池
七
’
μ
『
四
Ｍ
今
尚
≒
大
池
Ｊ
。
‐
一
‐
沁
『
ｎ
匍
．
八
政
枝
過
極
大
≒
角
ン
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
道
全
集
平
凡
社
）

　
（
漢
・
木
簡
・
行
書
表
現
）

資料資料(31)
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ｉ
忿
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Ｊ
　
　
　
　
ｊ
　
．
Ｉ
Ｊ
　

ヤ
リ
に
｛
　
ｙ
ｊ
ｊ
ｊ
　

い
い
い
簡
　
　
に

卜
ぞ
‘
。
蓬
涵
ｆ
ふ
欧
匪
ぺ
ｌ
尿
　
。

（
漢
・
木
簡
・
行
書
表
現
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

無
畜
愚
答
貧
叉
手
俎
お
西
瓜
診

一
　

四

　
　
’
　
　
‐
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資

（
中
国
美
術
全
集
よ
り
）
　
　
（
中
国
）

　
木
簡
（
満
代
）
の
発
見
も
大
変
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
書
道
史
に

於
い
て
、
満
代
で
は
「
後
満
の
満
碑
」
が
中
心
で
あ
り
、
「
波
傑
と
蔵
鋒
」
が
主

役
と
な
っ
て
い
た
。
前
満
の
満
碑
の
古
隷
を
見
て
、
下
手
な
人
が
書
い
た
作
品
。

な
ど
と
印
象
を
受
け
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
前
満
の
満
碑
の
存
在
に
つ
い
て
す
ら

目
を
向
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時
、
篆
書
か
ら
満
碑
へ
の
移
行
に
不
自
然
さ
を
残

し
て
い
た
時
だ
け
に
、
こ
の
木
簡
を
見
た
の
だ
か
ら
仕
方
の
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。

　
当
時
は
隷
書
自
体
の
解
明
も
さ
れ
ず
正
書
体
の
満
碑
の
み
研
究
や
学
習
の
対
象

と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
木
簡
の
発
見
に
よ
り
隷
書
の
広
範
囲
な
姿
と
自
然
な
書
体
の
変

遷
、
篆
書
か
ら
隷
書
へ
の
道
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

　
木
簡
に
は
次
の
様
な
書
体
表
現
が
見
ら
れ
る
。

　
ｏ
篆
書
的
表
現
の
木
簡

　
ｏ
隷
書
的
表
現
の
木
簡

　
ｏ
草
書
的
表
現
の
木
簡

　
ｏ
行
書
的
表
現
の
木
簡

　
ｏ
楷
書
的
表
現
の
木
簡

の
よ
う
に
、
表
現
の
内
容
は
豊
富
で
あ
る
。
そ
の
豊
富
な
表
現
内
容
に
よ
り
、
篆

書
か
ら
自
然
に
占
隷
・
草
隷
・
八
分
・
章
草
そ
し
て
草
書
や
行
書
・
楷
書
へ
と
自

然
な
書
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
正
書
体
と
し
て
の
顔
を
表
に
し
て
い
る
書
体
の
一
つ
一
つ
に
す
べ
て
非
正
書
体

の
存
在
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
秦
代
か
ら
満
代
へ
の
書
の
流
れ
が
説
き
明
か
さ
れ
て
、
木
簡
が
発
見
さ
れ
る
以

前
の
隷
書
に
対
す
る
考
え
方
は
根
本
的
に
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
又
、
こ
の
木
簡
発
見
を
根
拠
と
し
て
行
書
の
存
在
を
満
代
に
置
く
こ
と
に
問
題

は
な
い
が
、
行
書
の
起
源
を
満
代
と
す
る
こ
と
に
は
賛
成
出
来
な
い
。

　
現
行
の
行
書
の
存
在
を
満
代
に
又
、
行
書
の
起
源
を
満
代
と
す
る
考
え
は
、
木

簡
の
発
見
に
よ
っ
て
隷
書
の
領
域
に
楷
書
的
表
現
と
行
書
的
表
現
が
存
在
し
て
い

た
か
ら
「
行
書
は
楷
書
を
速
書
き
し
た
も
の
」
の
通
念
土
、
一
応
成
立
出
来
る
。

　
仮
に
、
こ
の
進
展
が
愚
見
の
広
範
囲
に
行
書
を
捕
ら
え
る
考
え
方
か
ら
転
換
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
竹
簡
の
中
に
て
見
ら
れ
る
篆
書
を
、
速
書
き
し
た
行

書
表
現
を
、
行
書
と
す
る
こ
と
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
浮
上
す
る
だ
ろ
う
。
い
ま

竹
簡
や
木
簡
が
現
存
し
て
い
る
上
に
於
い
て
、
現
行
の
「
行
書
の
起
源
は
満
代
」

で
留
ま
っ
て
い
る
の
に
は
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
な
ら
な
い
。

　
新
資
料
の
出
土
が
あ
れ
ば
更
に
論
を
進
め
て
み
た
い
。

　
第
二
章
　
行
書
考

　
こ
れ
ま
で
行
書
が
存
在
す
る
位
置
に
つ
い
て
考
え
て
来
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
行

書
が
完
成
さ
れ
る
ま
で
の
道
程
を
「
普
代
の
残
紙
」
「
蘭
亭
叙
」
を
中
心
に
行
書

と
は
一
体
何
か
ま
で
含
め
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
第
一
節
　
普
代
の
残
紙
よ
り
見
た
行
書
考

　
漢
代
よ
り
三
国
へ
と
国
は
移
り
、
書
体
も
隷
書
か
ら
真
書
（
資
料
糾
叫
参
照
）

と
呼
ば
れ
る
新
し
い
姿
の
楷
書
へ
と
変
化
す
る
。
そ
れ
に
伴
い
正
書
体
も
自
然
に

一21
一



移
行
す
る
。
そ
の
道
程
に
は
行
書
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
が
同
居
す
る
。
そ

れ
は
、
主
に
木
簡
・
残
紙
の
中
に
於
い
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
そ
の
木
簡
・
残
紙
の
筆
者
と
同
時
代
か
、
も
し
く
は
少
し
遅
れ
て
書
道
史
に
そ

の
名
を
刻
し
て
い
る
の
が
王
義
之
で
あ
る
。

　
王
義
之
は
、
行
書
を
学
習
す
る
上
に
於
い
て
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
人
物
で

あ
る
。

　
王
義
之
の
真
跡
で
現
存
す
る
物
は
な
く
、
皆
、
後
人
の
写
本
や
臨
書
本
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
王
義
之
の
書
と
、
現
存
す
る
王
義
之
の
影
本
と
の
間
に
は

か
な
り
の
相
違
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
今
日
見
ら
れ
る
王
義
之
の
書
と
普
代
の

木
簡
や
残
紙
を
比
較
し
て
み
る
と
よ
く
わ
か
る
。

　
王
義
之
の
作
品
と
し
て
い
ま
見
る
こ
と
の
出
来
る
品
々
は
あ
ま
り
に
も
隋
・
唐

時
代
の
人
々
の
書
に
似
て
い
る
。
た
と
え
隋
・
唐
時
代
の
人
々
が
王
義
之
の
書
を

学
ん
だ
結
果
の
も
の
と
し
て
も
納
得
出
来
な
い
。
こ
の
両
者
の
相
似
は
隋
・
唐
時

代
の
人
々
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
王
義
之
の
影
を
見
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
い
ま
王
義
之
の
真
の
姿
を
探
る
時
、
木
簡
・
残
紙
の
中
に
於
い
て
探
究
す
る
方

法
が
妥
当
で
あ
る
。
普
代
の
木
簡
・
残
紙
と
、
王
義
之
の
作
品
と
さ
れ
て
い
る
も

の
一
つ
一
つ
を
見
比
べ
て
、
王
義
之
の
真
の
姿
を
想
像
学
習
す
る
必
要
が
出
て
来

る
。

　
王
義
之
の
真
の
姿
を
探
究
す
る
そ
の
目
的
は
、
こ
の
普
代
の
行
書
の
生
態
を
理

解
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
隷
書
で
代
表
さ
れ
る
石
碑
か
ら
木
簡
・
残
紙
へ
、
木
簡
・
残
紙
か
ら
北
魏
の
楷

書
で
代
表
さ
れ
る
石
碑
へ
の
移
行
時
の
、
自
然
な
書
の
変
遷
を
理
解
す
る
上
に
於

い
て
普
代
の
行
書
の
生
態
を
探
究
す
る
こ
と
は
重
要
と
な
る
。

　
ま
ず
普
代
の
行
書
の
生
態
を
探
究
す
る
た
め
に
は
木
簡
・
残
紙
の
学
習
が
必
要

と
な
る
。
そ
れ
は
肉
筆
と
し
て
昔
人
の
書
い
た
幅
広
い
行
書
の
姿
が
数
多
く
現
存

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
普
代
の
行
書
は
、
楷
書
（
三
国
、
普
の
小
楷
書
）
を
速
書
き
し
た
も
の
と
い
う

よ
り
隷
書
を
速
書
き
し
た
も
の
と
考
え
た
方
が
理
解
し
や
す
い
。
普
代
の
行
書
は
、

楷
書
と
行
書
の
繋
が
り
よ
り
、
隷
書
と
行
書
の
関
連
は
濃
厚
で
あ
る
。

　
隷
書
の
八
分
・
章
草
を
速
書
き
し
た
も
の
を
行
書
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
隷
書
か
ら

楷
書
（
含
真
書
・
小
楷
）
へ
の
移
行
時
の
造
型
を
速
書
き
し
た
も
の
も
行
書
と
呼

ぶ
。
又
、
楷
書
（
含
真
書
・
小
柳
）
を
速
書
き
し
て
行
書
が
生
ま
れ
て
お
り
、
行

書
の
成
立
と
行
書
の
幅
の
広
さ
を
こ
の
時
代
の
書
は
見
せ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
残
紙
が
王
最
之
の
真
の
書
に
近
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
為
に
次
の
二
つ
「
普
代
の
残
紙
」
と
「
李
柏
文
書
」
を
示
す
。

（
非
正
書
体
）

…
…
‘
。
h
l
＠

鴇
４
Ｅ

(残紙の中にて見られる正書体表現)

　　　　　　資料(35)

李柏文書と共出の文書

(草書であるが正書体)

　　　資料(34)
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正
書
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ら
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正
書
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へ
の
移
行
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（
中
国
美
術
全
集
）

（
非
正
書
体
）

（
非
正
書
体
）

舗“九|日………lj‘｀･●.!･;.1!･･●,瓢

　　　　　　　　資料（37）

資料(38)資料(39)

李
柏
文
書
Ｏ

（
正
書
体
）

（
中
国
美
術
全
集
）

資料(40)
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資料(4D

（
中
国
美
術
全
集
）

次
に
残
紙
と
対
比
す
る
王
義
之
の
作
品
を
示
す
。

（
王
簑
之
・
嫡
母
帖
・
正
書
体
）

（
中
国
美
術
全
集
）

（
正
書
体
）

資料(42)

　　　　喪乱帖

日本の奈良・平安時代の日本
書道の源流となっている（在
正倉院）
　この作品は唐人による双鈎
填墨本である
　　　　資料（43）

　
王
簑
之
の
行
書
作
品
と
し
て
い
ま
見
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
の
中
で
真
実
性
の

強
い
も
の
に
次
の
「
嫡
母
帖
」
資
料
㈲
が
あ
る
。
こ
の
嫡
母
帖
は
隷
書
を
速
書
き

し
た
行
書
で
あ
る
。
隷
書
を
速
書
き
し
た
行
書
の
風
味
と
し
て
は
先
の
残
紙
や
李

－24－



柏
文
書
資
料
㈲
と
驚
く
程
よ
く
似
て
い
る
。
入
筆
の
蔵
鋒
や
線
を
引
く
運
腕
の
角

度
な
ど
又
、
横
線
か
ら
縦
線
へ
移
行
す
る
肩
の
筆
運
び
は
同
じ
作
者
で
は
な
い
か

と
も
思
わ
れ
る
程
で
あ
る
。
た
と
え
同
じ
作
者
で
は
な
い
と
し
て
も
両
者
の
横
の

繋
が
り
や
当
時
の
書
の
一
般
的
な
姿
の
一
面
を
見
た
様
に
あ
る
。

　
次
に
示
す
王
簑
之
の
喪
乱
帖
資
料
㈲
と
残
紙
類
を
見
比
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

造
型
の
取
り
方
は
よ
く
似
て
い
る
が
、
入
筆
方
法
が
根
本
的
に
違
う
。
露
鋒
を
中

心
と
し
た
入
筆
は
唐
人
の
風
味
が
強
く
、
唐
の
楷
書
を
速
書
き
し
た
行
書
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

㈹
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
次
の
二
つ
の
比
較
に
あ
る
。
（
前
述
Ｐ
1
4
・
資
料

　
㈲
参
照
）

　
凶
漢
代
の
隷
書
を
速
書
き
し
た
行
書

　
㈲
唐
代
の
楷
書
を
速
書
き
し
た
行
書

　
単
に
行
書
と
言
っ
て
も
そ
の
内
容
は
大
き
く
異
な
る
。

㈲
次
に
書
作
土
の
定
義
を
付
け
る
。

　
凶
満
代
の
隷
書
を
速
書
き
し
た
行
書
は
漢
の
隷
書
を
学
ん
だ
土
に
於
い
て
書
け

　
　
る
も
の
。

　
㈲
唐
代
の
楷
書
を
速
書
き
し
た
行
書
は
唐
の
楷
書
を
学
ば
な
け
れ
ば
書
け
な
い
。

故
に
、
行
書
の
存
在
関
係
は
正
書
体
で
あ
る
元
の
書
体
と
深
く
な
る
。

　
こ
の
こ
と
は
行
書
を
知
る
土
に
於
い
て
又
、
行
書
を
学
ぶ
土
に
於
い
て
大
切
な

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
行
書
の
生
態
を
物
語
る
Ｉ
つ
と
な
っ
て
来
る
。

　
　
第
二
節
　
蘭
亭
叙
よ
り
見
た
行
書
考

　
　
「
書
の
歴
史
上
に
於
け
る
王
簑
之
の
存
在
価
値
」
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
す
る

必
要
性
を
感
じ
て
な
ら
な
い
。

　
王
飛
之
の
生
卒
年
代
に
つ
い
て
も
不
明
な
点
が
多
い
が
、
資
料
㈲
の
中
に
あ
る

よ
う
に
、
そ
の
説
と
し
て
五
通
り
示
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
⑤
魯
一
同
右
軍
年

譜
の
三
〇
七
年
生
、
三
六
五
年
卒
が
有
力
な
も
の
で
あ
る
。

　
王
簑
之
の
生
卒
年
代
の
理
解
の
目
的
を
次
に
示
す
。

吊
二
国
時
代
の
政
治
的
激
化
い
ま
だ
冷
め
や
ま
な
い
西
晋
時
代
に
王
義
之
が
生
ま

れ
育
っ
て
い
る
点
。
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　　　(普代の書のあゆみ)

　　　　　　資料(44)

が
崩
れ
て
い
く
三
国
・
晋
代
。
満
代
か
ら
三

国
・
普
代
の
時
代
に
、
幾
多
の
書
表
現
を
生
み
、
多
く
の
書
体
を
融
合
共
存
す
る

こ
の
時
代
に
、
王
義
之
が
生
存
し
て
い
た
こ
と
の
実
証
。

㈲
た
と
え
そ
の
人
が
王
義
之
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
こ
の
時
代
に
各
書
体
す
べ
て

の
も
の
を
善
く
し
た
王
義
之
的
人
物
が
存
在
し
た
こ
と
の
確
認
。
も
し
か
し
た
ら
、

王
義
之
の
名
前
は
幾
人
も
の
人
の
名
前
や
作
品
の
集
合
体
か
も
し
れ
な
い
こ
と
へ

の
想
像
。

　
王
義
之
の
作
品
は
現
在
残
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
そ
の
工
義
之
に
つ
い
て

の
評
価
は
大
き
い
。
書
譜
（
唐
・
孫
過
庭
）
に
次
の
様
に
あ
る
。

　
夫
自
古
之
善
書
者
。
漢
魏
有
鐘
張
之
絶
。
晋
末
栃
二
王
之
妙
。

こ
れ
を
受
け
て
、
現
在
で
も
「
王
義
之
は
す
べ
て
の
書
体
を
善
く
し
た
人
」
で
通
っ

て
い
る
。
こ
の
王
義
之
の
存
在
は
一
体
何
を
意
味
し
、
何
を
物
語
っ
て
い
る
の
か

－25－
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こ
こ
で
王
簑
之
の
作
品
と
し
て
有
名
な
蘭
亭
叙
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
蘭
亭
叙
（
三
五
三
年
）
も
王
簑
之
の
真
筆
は
現
存
し
て
い
な
い
。
唐
代
に
臨
書

及
び
草
本
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
が
現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
三
つ

を
こ
こ
で
示
す
。
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　資料(47)

Ｍ
そ
れ
で
は
真
の
蘭
亭
叙
は
は
ど
ん
な
姿
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
見
と
し

て
次
の
様
に
示
す
。

　
圀
形
は
第
一
柱
本
に
近
く
流
れ
や
躍
動
感
は
第
三
柱
本
に
近
い
も
の
と
想
像
す

　
㈲
王
簑
之
が
蘭
亭
叙
を
普
代
に
書
い
た
説
の
上
に
立
ち
、
普
代
の
行
書
（
隷
書

　
　
を
速
書
き
し
た
上
で
の
行
書
）
表
現
の
上
に
蘭
亭
叙
の
臨
書
観
を
成
立
さ
せ

　
　
る
。
特
に
入
筆
の
蔵
鋒
に
は
気
を
配
り
、
王
道
を
行
く
文
字
の
構
成
を
第
一

　
　
往
に
置
き
、
第
一
往
本
と
普
代
の
残
紙
と
の
比
較
学
習
に
よ
り
真
の
蘭
亭
叙

　
　
を
想
像
す
る
。

　
次
に
蘭
亭
叙
を
臨
書
す
る
上
に
於
い
て
の
私
見
を
示
す
。

Ｎ
臨
書
す
る
者
は
何
本
を
学
ぶ
べ
き
か
。

　
こ
れ
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
臨
書
す
る
も
の
（
素
材
）
の
選
択
を
誤
る
と
大

変
な
こ
と
に
な
り
う
る
。
ま
ず
、
各
本
が
主
張
す
る
蘭
亭
叙
の
表
現
に
目
を
向
け

普
代
の
行
書
と
唐
代
の
行
書
の
相
違
を
判
断
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
そ
の
時
、
も
し
仮
り
に
第
二
往
本
を
選
ん
だ
と
す
る
と
、
自
然
に
蔵
鋒
の
意
識

は
な
く
な
り
、
品
格
も
失
い
か
ね
な
い
。
形
の
変
化
の
追
求
の
み
に
な
り
、
蘭
亭

叙
を
臨
書
す
る
こ
と
自
体
が
そ
の
人
の
害
に
な
っ
て
い
く
。
第
二
往
本
の
中
に
は

末
以
後
の
人
の
書
と
思
わ
れ
る
表
現
が
多
く
、
鑑
賞
に
は
よ
い
が
、
臨
書
す
る
上

に
は
不
適
当
と
思
う
箇
所
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　
王
栽
之
の
存
在
の
肯
定
と
、
王
簑
之
の
作
と
し
た
上
で
の
考
え
方
は
別
と
し
て

も
隷
書
を
速
書
き
し
た
行
書
が
基
盤
と
な
る
蘭
亭
叙
の
臨
書
で
な
け
れ
ば
、
蘭
亭

叙
を
学
ぶ
こ
と
自
体
意
味
を
失
う
こ
と
と
な
る
。

　
蘭
亭
叙
を
学
ぶ
べ
き
か
、
否
か
は
、
そ
の
作
者
が
王
簑
之
で
あ
る
と
言
う
こ
と

よ
り
、
普
代
に
書
か
れ
た
も
の
の
風
格
を
持
っ
て
い
る
か
、
否
か
、
に
よ
る
の
で

あ
る
。
そ
の
上
に
於
い
て
こ
そ
蘭
亭
叙
の
学
習
の
重
要
性
は
語
ら
れ
る
。

　
蘭
亭
叙
は
普
代
の
作
品
で
な
け
れ
ば
そ
の
価
値
す
ら
失
う
こ
と
に
な
る
。

　
第
三
章
　
正
書
体
と
非
正
書
体

　
行
書
を
理
解
す
る
た
め
に
は
そ
の
時
々
で
の
行
書
の
生
態
を
理
解
す
る
必
要
が

出
て
く
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
行
書
の
持
つ
生
態
を
理
解
す
る
た
め
に
、
前
述
Ｐ
い
‥
‥
］
・

26



Ｐ
1
4
に
於
い
て
示
し
た
正
書
体
・
非
正
書
体
に
つ
い
て
立
場
を
変
え
て
述
べ
た
い
。

ま
ず
陰
陽
の
比
較
か
ら
書
を
見
つ
め
、
行
書
を
考
え
、
正
書
体
と
非
正
書
体
の
必

要
性
へ
と
話
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
第
一
節
　
陰
陽
の
比
較
か
ら
見
た
行
書
考

　
こ
こ
で
少
し
陰
陽
法
が
書
道
の
中
で
生
き
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
物
に
は
表
裏
が
あ
る
。
陽
の
あ
た
る
所
が
あ
れ
ば
陰
も
あ
る
。

　
こ
の
陰
陽
の
絡
み
合
い
か
ら
核
分
裂
が
起
り
、
こ
れ
に
賛
成
す
る
諸
説
へ
、
こ

れ
に
反
対
す
る
諸
説
へ
と
広
が
り
、
中
国
の
思
想
は
色
々
な
説
へ
と
分
か
れ
て
思

想
学
を
形
成
し
て
い
る
。

　
書
も
こ
の
中
国
の
思
想
学
の
影
響
を
受
け
、
筆
の
運
び
方
（
筆
法
）
や
人
の
感

情
（
気
）
の
絡
み
合
い
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
書
作
土
に
於
い
て
、
書
法
的
陰
陽
説
的
考
え
は
多
彩
な
基
盤
と
し
て
存
在
し
展

開
さ
れ
て
い
る
。

　
運
筆
に
於
い
て
は
、
筆
の
開
閉
・
俯
仰
法
・
側
筆
な
ら
び
に
直
筆
・
左
右
の
斜

筆
・
蔵
鋒
と
露
鋒
に
至
る
ま
で
筆
の
妙
味
は
書
的
陰
陽
説
を
物
語
る
。

　
入
筆
・
運
筆
の
角
度
。
運
筆
時
の
遅
速
の
変
化
に
よ
っ
て
線
は
輝
い
て
来
る
。

筆
を
押
す
・
引
く
に
よ
っ
て
出
来
る
太
い
・
紬
い
線
。
多
方
面
か
ら
加
わ
る
筆
圧

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
線
に
、
紙
と
筆
と
の
触
れ
合
い
に
よ
っ
て
微
妙
な
線
を
醸
し

出
す
。
そ
し
て
、
線
の
妙
味
は
尚
、
一
層
冴
え
て
く
る
。

　
又
、
入
の
感
情
も
こ
の
陰
陽
が
絡
ん
で
来
る
。

　
感
情
的
陰
陽
で
の
比
較
で
は
「
喜
び
・
悲
し
み
」
か
ら
始
ま
り
、
「
気
」
の
問

題
を
含
ま
せ
て
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
「
喜
び
」
か
ら
は
、
ほ
ほ
え
み
・
笑
い
・
愛
・
あ
た
た
か
さ
・
優
し
さ
・
は
し
ゃ

ぎ
・
華
や
ぎ
・
と
き
め
き
・
交
わ
り
・
き
ら
め
き
・
…
…

　
　
「
悲
し
み
」
か
ら
は
、
怒
り
・
な
げ
き
・
涙
・
憎
し
み
・
冷
や
か
さ
・
落
ち
込

み
・
暗
さ
・
さ
め
・
離
別
・
く
も
り
…
…
。
と
、
色
々
な
感
情
表
現
へ
と
広
が
っ

て
い
く
。
書
が
こ
れ
ら
の
感
情
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
特
に
私
案
行
書
は
こ
の
二
つ
の
集
団
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　
行
書
は
他
の
書
体
以
上
に
、
書
法
面
に
も
感
情
面
に
於
い
て
も
影
響
さ
れ
る
。

　
書
的
陰
陽
と
し
て
正
書
体
・
非
正
書
体
、
心
正
す
書
・
心
く
つ
ろ
ぐ
書
は
含
ま

れ
重
要
な
も
の
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
絡
み
あ
い
に
於
い
て
の
書
の
理
解
は
い
ま
以

上
に
行
書
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
第
二
節
　
正
書
体
・
非
正
書
体
考

　
人
は
文
字
を
創
り
出
し
、
そ
の
文
字
に
よ
っ
て
色
々
な
感
情
を
人
々
に
伝
達
し

て
来
た
。

い
ま
ま
で
、
現
行
の
書
の
分
類
に
対
し
て
、
私
は
次
の
様
な
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。

圀
時
代
の
流
れ
と
共
に
名
称
が
移
り
変
わ
っ
た
書
体
の
分
類
の
他
に
感
情
表
現
を

中
心
に
し
た
分
類
は
な
い
も
の
か
。

向
ど
ん
な
に
時
が
流
れ
て
も
変
わ
ら
な
い
、
人
の
感
情
表
現
を
主
に
し
た
も
の
の

分
類
は
な
い
か
。

㈲
六
体
を
細
分
化
し
て
人
の
感
情
表
現
の
度
合
い
を
鑑
み
た
分
類
は
な
い
も
の
か
。

　
そ
の
結
果

巾
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
書
体
の
上
に
、
特
に
形
式
を
重
要
視
し
た
も

の
で
「
静
粛
な
る
中
、
心
を
正
し
く
終
始
一
貫
し
て
書
か
れ
た
書
の
形
体
」
。

②
、
巾
の
形
体
と
背
中
合
わ
せ
に
存
在
し
自
由
性
の
中
、
人
間
の
自
由
な
る
感
情

表
現
を
主
に
し
て
作
ら
れ
、
「
そ
の
時
代
の
正
し
き
書
に
非
ざ
れ
ど
も
自
由
な
る

類
の
心
に
て
書
か
れ
た
書
の
形
体
」
を
Ｐ
2
2
～
2
4
に
て
「
正
書
体
」
「
非
正
書
体
」

と
定
義
し
た
。

○
次
に
こ
の
両
者
の
関
係
に
対
す
る
私
見
を
示
す
。

　
�
正
書
体
と
非
正
書
体
は
い
つ
も
背
中
合
わ
せ
に
存
在
す
る
。

　
㈲
正
書
体
と
行
書
（
行
書
表
現
・
行
書
的
表
現
）
は
い
つ
も
背
中
合
わ
せ
に
存

　
　
在
す
る
。

　
㈲
行
書
は
非
正
書
冰
の
主
柱
と
な
る
。

　
圖
正
書
体
・
非
正
古
体
の
区
別
は
書
く
時
の
書
人
の
心
構
え
が
関
係
す
る
。
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困
行
書
を
含
む
、
正
書
体
・
非
正
書
体
の
関
係
は
一
寸
し
た
事
で
そ
の
立
場
を

　
　
変
化
さ
せ
る
。
始
め
は
正
書
体
で
あ
っ
て
も
感
情
表
現
が
加
わ
る
こ
と
に
よ

　
　
り
、
自
然
と
文
字
に
歪
み
を
生
じ
非
正
書
体
の
世
界
へ
入
っ
て
い
く
。
又
、

　
　
非
正
書
体
と
し
て
揮
毫
し
て
い
て
も
一
寸
し
た
刺
激
で
緊
張
感
に
満
ち
た
時
、

　
　
非
正
書
体
か
ら
正
書
体
へ
と
文
字
表
現
は
変
化
す
る
。

　
㈲
正
書
体
・
非
正
書
体
の
区
分
に
於
い
て
は
行
書
の
捉
え
方
が
問
題
と
な
る
。

　
�
行
書
を
含
む
六
体
と
現
代
中
国
の
簡
略
化
文
字
（
草
書
を
母
体
と
し
た
新
活

　
　
字
体
）
の
中
に
も
正
書
体
・
非
正
書
体
は
存
在
す
る
。

　
　
　
（
草
書
に
お
け
る
正
書
体
と
非
正
書
体
）

　
行
書
を
よ
り
理
解
す
る
た
め
に
「
草
書
」
に
於
け
る
正
書
体
・
非
正
書
体
の
区

分
が
可
能
か
不
可
能
か
の
問
題
に
触
れ
て
み
る
。

　
正
書
体
で
あ
る
篆
書
・
隷
書
・
楷
書
と
同
じ
様
に
草
書
を
正
書
体
と
し
て
見
る

こ
と
が
出
来
る
か
、
否
か
、
結
論
か
ら
言
う
と
、
私
は
「
草
書
も
三
体
と
同
様
に

正
書
体
と
非
正
書
体
を
有
し
て
い
る
。
」
と
思
っ
て
い
る
。

　
」
般
的
に
草
書
は
隷
書
の
非
正
書
体
と
見
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
隷
書
か
ら
草

書
は
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
隷
書
か
ら
草
書
へ
の
移
行
期
間
を
捉
え

て
の
見
方
で
あ
っ
て
、
草
書
は
書
体
と
し
て
独
立
し
た
主
体
性
を
備
え
て
い
る
。

　
な
ぜ
な
ら
ば
、
草
書
に
も
正
書
体
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　章草

資料(48)

＋
じ
帖
（
部
分
）

僑書の正書体とみら

れる部分

　　　資料(49)

　
又
、
他
の
書
体
同
様
、
他
の
書
体
を
生
む
母
体
と
し
て
の
体
質
を
備
え
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。

　
篆
書
を
母
体
に
隷
書
が
、
隷
書
を
母
体
に
楷
書
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
隷
書
を

母
体
に
草
書
は
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
草
書
を
母
体
に
中
国
の
簡
略
文
字
や
日
本
の

仮
名
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
草
書
は
一
つ
の
書
体
の
非
正
書
体
と
し
て
の
姿
は
一
時
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
ど
の
書
体
に
も
あ
る
移
行
時
の
状
態
と
見
る
べ
き
で
、
草
書
に
も
三
体
と
共

通
す
る
母
体
的
要
素
が
共
存
す
る
。

　
草
書
に
も
正
書
体
と
非
正
書
体
の
区
別
は
出
来
る
。
一
見
不
思
議
そ
う
に
思
え

る
が
、
草
書
の
行
書
的
表
現
は
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
書
体

王献之の中秋帖

　　資料(50)

　
王
栽
之
の
十
七
帖
や
満
代
の
章
草
に
見
ら
れ
る
草
書
は
単
体
を
と
り
、
形
は
略

さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
整
然
と
し
て
い
る
。
又
、
王
献
之
の
中
秋
帖
資
料
�
は
、

連
綿
体
を
取
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
整
然
と
し
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
る
。
草
書
の

正
書
体
は
こ
の
様
に
緊
張
感
に
満
ち
た
中
、
文
字
の
形
は
省
略
さ
れ
な
が
ら
も
篆

書
・
隷
書
・
楷
書
の
正
書
体
と
変
わ
ら
な
い
姿
を
見
せ
て
い
る
。

　
晩
唐
・
末
・
元
・
明
・
清
の
時
代
の
草
書
資
料
闘
は
前
者
と
異
な
り
表
現
に
自

由
性
が
多
く
、
こ
れ
を
非
正
書
体
と
見
る
。
そ
し
て
草
書
の
行
書
的
表
現
を
そ
こ

に
見
る
。
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鐸
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資料(51)資料(52)

　
次
に
「
行
書
」
の
正
書
体
・
非
正
書
体
が
存
在
す
る
か
、
否
か
、
の
問
題
に
触

れ
て
み
る
。

　
ま
ず
、
唐
の
太
宗
皇
帝
の
作
品
「
曹
刻
銘
」
資
料
�
に
つ
い
て
見
よ
う
。

　
太
宗
が
こ
の
曹
司
銘
を
揮
毫
し
た
際
、
始
め
か
ら
行
書
作
品
と
し
て
こ
れ
を
書

い
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　
次
の
様
な
私
見
を
示
す
。

　
始
め
は
行
書
と
し
て
書
こ
う
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
書
き
出
し
の
緊
張

感
が
少
し
づ
つ
ほ
ぐ
れ
、
そ
の
精
神
的
変
化
に
よ
っ
て
行
書
へ
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
曹
刻
銘
に
於
い
て
の
書
き
出
し
の
緊
張
感
は
隷
書
で
あ
り
、
楷

書
で
も
あ
る
。
次
第
に
行
書
と
し
て
の
形
へ
と
速
書
き
が
始
ま
っ
て
い
く
。
し
か

し
、
い
く
ら
形
は
繋
が
り
を
見
せ
た
と
し
て
も
一
貫
し
た
緊
張
感
は
最
後
ま
で
存

在
し
て
い
る
。
正
に
こ
れ
は
正
書
体
で
あ
る
。

　｛石碑は従来　篆書・隷書・

楷書とかぎられていたが、太

宗は初めて行書で碑文を書き、
唐代の行書碑建立の先がけと

なった」と一般的に言われて

いる。
唐太宗（597～649年）

晋祠銘（646年）　正書体

　　　　　資料（53）

し
か
し
、
終
始
一
貫
し
た
緊
張
感
は
た
だ
行
書
の
行
書
た
る
姿
と
し
て
片
付
け
ら

れ
な
い
が
、
行
書
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

㈲
こ
こ
で
行
書
に
於
け
る
正
書
体
・
非
正
書
体
の
私
見
を
示
す
。

　
�
行
書
の
正
書
体
は
真
書
を
含
む
。

　
㈲
行
書
の
非
正
書
体
を
行
書
（
私
案
行
書
）
と
見
る
。

　
㈲
の
行
書
た
る
行
書
（
私
案
行
書
）
の
領
域
の
広
狭
が
行
書
そ
の
も
の
を
理
解

す
る
Ｉ
つ
と
な
る
。

　
こ
れ
よ
り
、
行
書
の
正
書
体
・
真
書
に
つ
い
て
触
れ
て
み
る
。

　
綜
合
書
道
火
辞
典
は
次
の
様
に
の
み
あ
る
。

　
　
真
書
　
に
瑶
↓
　
楷
書
　
ば
扮
　
　
　
　
　
資
料
叫

又
、
鈴
木
方
鶴
氏
は
同
辞
典
に
て
楷
書
の
説
明
の
中
に
、

　
　
　
楷
書
　
ぱ
加
　
漢
字
の
書
体
（
篆
・
隷
・
楷
・
行
・
草
）
の
一
つ
。
正
書
と

　
　
も
真
書
と
も
い
う
。
現
在
の
楷
書
が
い
つ
で
き
た
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
　
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
晋
唐
人
は
楷
書
を
今
隷
と
称
し
て
い
た
こ
と
は
、
晋
の
王
飛
之
や
初
唐
三
大
家
　
料

　
　
の
伝
記
に
、
現
在
見
る
よ
う
な
楷
書
を
評
し
て
、
「
隷
書
に
巧
な
り
」
と
言
っ
　
資

　
　
て
い
る
こ
と
で
も
知
れ
る
。
…
…
略
…
…
。

と
あ
る
。
（
正
書
体
に
つ
い
て
は
、
前
述
Ｐ
‥
１
１
で
触
れ
た
）

　
真
書
に
対
す
る
私
見
は
こ
れ
と
異
な
る
。

-
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唐
代
の
楷
書
の
こ
と
を
真
書
と
は
言
わ
な
い
。
三
国
・
普
代
の
隷
書
・
楷
書
の

正
書
体
集
団
を
小
指
と
言
っ
て
も
真
書
と
は
言
わ
な
い
。

　
真
書
は
三
国
・
普
に
も
見
ら
れ
る
が
、
皆
、
行
書
の
正
書
体
と
見
ら
れ
る
も
の

ば
か
り
、
真
書
は
楷
書
の
よ
う
で
楷
書
で
な
い
。
行
書
の
よ
う
で
行
書
で
な
い
、

真
書
は
そ
ん
な
姿
で
あ
る
。

　
現
存
の
真
書
は
隋
の
真
草
千
字
文
資
料
叫
が
有
名
で
あ
る
。

　
真
草
千
字
文
の
真
書
の
部
分
は
、
気
が
緩
む
こ
と
に
よ
っ
て
行
書
的
表
現
が
字

形
に
及
ん
だ
の
で
は
な
く
、
私
は
こ
の
真
草
千
字
文
の
真
書
を
隋
時
代
の
通
常
文

字
形
体
の
正
書
体
と
見
て
い
る
。

謳
陣
ｔ
鴫
吟
４
ｔ
≒
拾
差
？
零
丁

奎
ｔ
泉
永
ゑ
禽
誓
詞
剱
柘
よ

隋
・
智
永
・
真
草
千
字
文
の
真
書
の
部
分
の
み

（
や
や
唐
の
匂
い
強
く
、
実
物
は
入
筆
な
ど
が
ま
ろ
や
か

だ
っ
た
と
想
像
出
来
る
。
）

　
行
書
の
正
書
体
（
含
真
書
）
は
現
行
の
行
書
表
現
を
緊
張
感
に
満
ち
た
状
態
で

揮
毫
し
な
い
と
成
立
し
な
い
。
行
書
の
正
書
体
は
い
つ
行
書
の
非
正
書
体
（
本
来

の
行
書
＝
行
書
と
私
案
行
書
を
一
緒
に
し
た
も
の
、
私
見
で
は
こ
れ
も
私
案
行
書

で
あ
る
）
に
変
化
す
る
か
は
、
わ
か
ら
な
い
状
態
の
中
に
あ
る
。

　
こ
こ
で
真
書
に
つ
い
て
の
私
案
を
定
義
付
け
す
る
。

回
真
書
と
は

　
�
隷
書
や
楷
書
と
真
書
と
は
関
係
あ
る
が
別
の
も
の
。

　
㈲
漢
の
隷
書
か
ら
、
唐
の
楷
書
へ
の
移
行
期
間
に
於
い
て
見
ら
れ
る
も
の
。

　
］
門
隷
書
と
楷
書
、
正
書
体
と
非
正
書
体
の
絡
み
合
い
の
中
に
真
書
は
存
在
す
る
。

　
岡
形
体
表
現
は
行
書
と
楷
書
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
単
に
楷
書
と
は
呼
べ
な
い
。

　
　
時
に
は
楷
書
と
融
合
す
る
故
に
、
「
真
書
は
楷
書
で
あ
る
」
と
思
い
違
い
を

　
　
起
こ
す
の
も
そ
の
為
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
蘭
亭
叙
も
晋
祠
銘
も
行
書
で
あ
る
。
私
は
こ
の
両
者
と
も
行
書
の
正

書
体
と
し
て
見
て
い
る
。
そ
の
中
に
真
書
と
し
て
の
姿
を
も
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
研
究
中
、
行
書
と
言
っ
て
も
時
代
に
よ
っ
て
、
作
者
に
よ
っ
て
単
に
行
書
と
も

言
え
ず
困
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
行
書
の
中
の
正
書
体
（
含
真
書
）
、
非
正
書

体
（
私
案
行
書
）
の
区
別
に
よ
っ
て
行
書
自
体
明
確
に
な
っ
た
。

　
六
体
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
行
書
は
他
の
五
体
と
存
在
す
る
そ
の
も
の
の
持
つ

土
壌
が
異
な
っ
て
い
る
。
他
の
五
体
の
存
在
と
席
を
同
じ
く
せ
ず
、
六
体
の
正
書

体
の
あ
る
処
常
に
私
案
行
書
は
存
在
す
る
。

　
　
第
三
節
　
心
正
す
書
と
心
く
つ
ろ
ぐ
書
よ
り
見
た
行
書
考

　
書
表
現
は
心
の
中
で
感
じ
た
処
の
表
現
と
大
き
く
関
連
し
て
く
る
。
人
々
の
生

活
の
中
で
の
行
動
に
於
け
る
心
理
的
表
現
を
書
表
現
と
し
て
見
る
時
、
次
の
二
つ

の
見
方
が
出
来
る
。

㈲
心
正
す
書
（
心
を
正
し
く
し
て
書
く
書
）

⑧
心
く
つ
ろ
ぐ
書
（
心
を
く
つ
ろ
が
し
て
書
く
書
）

こ
の
二
つ
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
。

面
心
正
す
書
（
心
を
正
し
く
し
て
書
く
書
）

碩
（
目
的
）

　
他
の
人
に
対
し
て
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
書
。

㈹
（
精
神
状
態
）

　
社
会
的
公
務
活
動
に
於
け
る
精
神
状
態
の
中
で
の
書
。
子
ど
も
の
学
校
活
動
で

　
言
う
と
授
業
中
の
こ
と
、
体
育
活
動
で
言
う
と
「
気
を
付
け
」
と
な
る
。

㈲
（
表
現
）

　
他
の
人
に
対
し
て
自
ら
の
思
想
を
正
し
く
他
の
人
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

　
読
み
易
く
誰
に
で
も
理
解
さ
れ
易
い
こ
と
が
原
則
と
な
る
。
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凶
‥
（
正
書
体
と
非
正
書
体
の
関
係
）

ｏ
主
な
る
表
現
は
石
碑
類
・
青
銅
器
等
を
舞
台
に
篆
書
・
隷
書
・
楷
書
・
草
書
・

　
か
な
の
正
書
体
の
領
域
が
中
心
と
な
る
。

ｏ
心
正
す
書
を
貫
く
あ
ま
り
、
そ
の
反
動
的
心
理
作
用
に
よ
っ
て
途
中
で
自
分
を

　
見
失
い
、
非
正
書
体
な
る
文
字
表
現
へ
と
変
化
し
正
書
体
と
相
反
す
る
こ
と
も

　
あ
る
。

ｏ
「
心
正
す
書
」
に
於
け
る
形
体
に
は
正
書
体
か
ら
非
正
書
体
へ
、
又
、
非
正
書

　
体
か
ら
正
書
体
へ
の
領
域
移
行
が
見
ら
れ
る
。

困
（
現
状
）

　
心
正
す
書
は
書
の
権
威
的
な
表
現
の
役
割
が
主
と
な
り
、
そ
の
上
に
於
い
て
文

　
字
の
整
形
な
る
美
を
求
め
つ
つ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

四
心
く
つ
ろ
ぐ
書
（
心
を
く
つ
ろ
が
し
て
書
く
書
）

圀
（
目
的
）

　
自
分
が
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
書
。

回
（
精
神
状
態
）

　
家
庭
的
活
動
内
で
心
体
め
た
精
神
状
態
の
中
で
の
書
。
子
ど
も
の
学
校
活
動
で

言
う
と
休
み
時
間
中
の
こ
と
、
体
育
活
動
で
言
う
と
「
休
め
」
と
な
る
。

㈲
（
表
現
）

　
　
「
自
分
に
対
し
て
」
が
主
体
と
な
る
か
ら
あ
く
ま
で
も
自
由
な
る
思
想
が
基
盤

　
と
な
る
か
ら
、
読
み
易
い
と
か
、
理
解
さ
れ
易
い
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
は
離
れ

　
た
処
に
展
開
す
る
。

凶
‥
（
正
書
体
と
非
正
書
体
の
関
係
）

ｏ
主
な
る
表
現
は
竹
簡
・
木
簡
・
紙
帛
を
舞
台
に
篆
書
・
隷
書
・
楷
書
・
草
書
・

　
か
な
の
非
正
書
体
そ
し
て
行
書
の
領
域
が
中
心
と
な
る
。

ｏ
あ
く
ま
で
も
「
く
つ
ろ
ぎ
」
の
中
で
の
書
で
あ
る
か
ら
社
会
生
活
か
ら
の
脱
出

　
を
意
味
す
る
心
理
的
表
現
が
中
心
と
な
る
。
故
に
反
社
会
生
活
と
な
る
個
人
的

　
存
在
表
現
の
領
域
内
で
の
書
表
現
で
あ
る
か
ら
当
然
自
由
な
表
現
も
あ
れ
ば
、

　
緊
張
感
に
満
ち
た
表
現
も
あ
り
、
非
正
書
体
と
相
反
す
る
こ
と
が
あ
る
。

ｏ
そ
の
時
々
に
於
い
て
自
分
が
求
め
る
、
自
分
の
感
情
に
従
う
こ
と
か
ら
、
心
く

　
つ
ろ
ぐ
書
に
は
非
正
書
体
か
ら
正
書
体
へ
又
、
正
書
体
か
ら
非
正
書
体
へ
の
領

　
域
移
行
が
見
ら
れ
る
。

困
（
現
状
）

　
心
く
つ
ろ
ぐ
書
は
人
の
心
と
結
び
付
い
た
感
情
表
現
を
伝
え
る
役
割
が
主
と
な

　
り
、
そ
の
上
に
於
い
て
自
由
自
在
な
文
字
の
デ
フ
ォ
ル
メ
の
中
、
美
を
求
め
つ

　
つ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
両
者
は
書
作
に
す
る
上
で
の
心
理
表
現
を
意
味
し
、
書
そ
の
も
の
の
存
在
価

値
を
形
成
す
る
。
特
に
行
書
は
心
の
中
で
の
感
情
表
現
と
大
き
く
関
連
を
持
つ
。

行
書
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
時
、
こ
の
両
者
の
比
較
と
正
書
体
・
非
正
書
体
を

兼
ね
合
わ
せ
る
時
、
行
書
的
表
現
の
領
域
の
理
解
は
鮮
明
な
も
の
と
な
る
。

　
お
わ
り
に

　
以
上
、
三
章
に
分
け
て
行
書
に
つ
い
て
多
方
面
よ
り
論
及
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

以
下
に
そ
の
結
論
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　
私
は
従
来
の
行
書
の
理
解
に
対
し
て
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。

　
現
代
の
行
書
に
対
す
る
理
解
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
「
行
書
は
単
に
楷
書
や
隷

書
を
速
書
き
し
た
も
の
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
こ
こ
に
改
め
て
「
篆
書
を
連

書
き
し
た
の
も
行
書
で
あ
る
」
と
、
一
般
的
意
見
の
範
囲
に
付
け
加
え
ら
れ
て
も
、

行
書
を
説
明
す
る
上
に
於
い
て
以
前
の
考
え
方
と
比
べ
て
進
展
は
な
ん
ら
み
な
い
。

　
私
見
は
行
書
の
領
域
を
も
っ
と
大
き
く
み
て
い
る
こ
と
の
理
解
を
望
む
。

ｍ
そ
こ
で
小
論
に
於
い
て
次
の
様
に
ま
と
め
て
み
た
。

　
圀
行
書
的
表
現
の
起
源
は
人
類
が
文
字
を
書
き
始
め
た
時
か
ら
で
な
く
、
も
っ

　
　
と
以
前
一
本
の
線
を
引
き
始
め
た
そ
の
時
か
ら
で
あ
る
と
し
た
私
見
と
、
こ

　
　
の
行
書
的
表
現
と
行
書
の
関
連
。
（
前
述
Ｐ
1
2
）

　
回
行
書
・
行
書
表
現
・
行
書
的
表
現
・
私
案
行
書
の
一
本
化
。
特
に
大
き
な
目

　
　
標
は
、
周
・
秦
代
の
行
書
的
表
現
と
行
書
の
同
一
関
係
を
実
証
す
る
こ
と
。
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（
前
述
Ｐ
1
2
）

　
㈲
私
案
行
書
へ
の
導
き
（
行
書
の
附
属
品
的
理
解
に
対
す
る
反
論
）
（
前
述
Ｐ

　
　
1
2
）

　
岡
行
書
の
存
在
位
置
の
広
域
な
理
解
（
前
述
Ｐ
1
4
）

　
困
正
書
体
・
非
正
書
体
に
よ
る
行
書
そ
の
も
の
の
理
解
（
前
述
Ｐ
1
5
・
Ｐ
2
6
）

　
　
と
行
書
と
の
関
連
。

　
㈱
心
正
す
書
、
心
く
つ
ろ
ぐ
書
に
よ
る
行
書
そ
の
も
の
の
理
解
（
前
述
Ｐ
1
6
・

　
　
Ｐ
3
0
）
と
行
書
と
の
関
連

等
々
、
一
つ
Ｉ
つ
が
行
書
に
対
す
る
私
考
で
あ
る
。
ど
う
か
、
こ
れ
を
敲
き
台
に

し
て
、
改
め
て
行
書
の
持
つ
使
命
感
の
大
き
さ
に
つ
い
て
論
議
を
重
ね
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　
い
ま
私
た
ち
が
行
書
を
学
ぶ
時
、
古
代
人
が
一
本
の
線
を
用
い
て
、
「
愛
」
や

「
夢
」
を
初
め
て
刻
み
つ
け
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
一
本
一
本
の
線
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
字
は
そ
の
後
、
世
界
の

各
地
に
育
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
都
度
文
字
は
現
在
ま
で
色
ん
な
こ
と
に
遭
遇
し
て

来
た
。

　
ど
の
国
に
於
い
て
も
人
々
の
書
い
た
文
字
は
そ
の
表
現
に
よ
っ
て
文
意
を
盛
り

上
げ
て
き
た
。
そ
の
文
字
の
表
現
は
非
正
書
体
で
あ
り
、
行
書
的
表
現
で
あ
っ
た
。

　
正
書
体
に
対
す
る
非
正
書
体
と
し
て
の
行
書
的
表
現
は
、
い
つ
も
愛
や
、
夢
を

中
心
に
語
り
、
色
々
な
人
々
の
心
と
共
に
存
在
し
て
来
た
。
そ
の
行
書
の
指
針
た

る
姿
勢
は
現
代
ま
で
変
わ
ら
ず
、
い
つ
も
自
然
に
私
た
ち
の
側
に
存
在
し
て
る
。

　
行
書
と
は
そ
ん
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
平
成
二
年
十
月
一
日
受
理
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
講
師
・
書
道
）
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